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た
こ
の
石
は
、
開
拓
使
が
寒
さ
や

火
事
に
強
い
石
造
り
の
建
物
を
奨

励
し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
石

山
地
区
を
中
心
に
盛
ん
に
採
掘
さ

れ
ま
し
た
。
明
治
八
年
に
は
三
百

人
ほ
ど
の 
石  
工 
た
ち
で
石
山
の
街

い
し 
く

は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
に
入
る
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
普
及
や
採
掘
時
の 
粉 ふん

 
塵 
の
問
題
で
次
第
に
軟
石
は
衰
退
。

じ
ん昭

和
五
十
二
年
に
は
、
石
山
で
の

採
掘
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
二
十
年
、
札
幌
軟

石
は
石
山
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消

し
ま
す
。
し
か
し
、
石
山
発
展
の

基
礎
を
築
き
、
長
い
間
地
元
住
民

た
ち
が
親
し
ん
で
き
た
軟
石
へ
の

の
思
い
・
愛
着
は
決
し
て
消
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

藻
南
公
園
と
石
山
緑
地
を
結
ぶ

旧
国
道
二
三
〇
号
沿
い
を
歩
い
て

い
る
と
、
灰
白
色
の
切
り
立
っ
た

が
け
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
か
ら
約
三
万
年
前
、

支
笏
湖
誕
生
の
際
の
大
爆
発
で
飛

び
散
っ
た
軽
石
と
火
山
灰
が
、
約

二
十
キ
ロ
離
れ
た
こ
の
地
に
た
い

積
し
た
も
の
で「
札
幌
軟
石
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
は
、明
治
五
年
、開
拓
使

に
雇
わ
れ
た
ワ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
と

ア
ン
チ
セ
ル
と
い
う
二
人
の
米
国

人
技
師
に
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
石
に
比
べ
て
軟
ら
か
く
、

加
工
や
持
ち
運
び
が
し
や
す
か
っ

皆さんは、「札幌軟石」をご存じですか。皆さんは、「札幌軟石」をご存じですか。
この石は、北海道開拓の足音が聞こえ始めこの石は、北海道開拓の足音が聞こえ始め
た明治の初め、穴の沢と呼ばれていた現在た明治の初め、穴の沢と呼ばれていた現在
の石山地区で発見されました。の石山地区で発見されました。
石山の街は、この石の採掘により発展した石山の街は、この石の採掘により発展した
のです。のです。
現在、同地区で軟石は採掘されていません現在、同地区で軟石は採掘されていません
が、街のシンボルであるこの石を活用したが、街のシンボルであるこの石を活用した
まちづくりが地元住民の手により進められ、まちづくりが地元住民の手により進められ、
多くの注目を集めています。多くの注目を集めています。

▲重要無形文化財保持者 塩  津  哲  生 氏を迎えての石山 薪 
しお づ あき お たき

 能 。かがり火に彩られた夢幻の石舞台は大勢の観客を魅了しました（石山緑地）
ぎのう
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